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○
育
児
休
業
給
付
の
給
付
率
が
上

　

が
り
ま
す

　
　

育
児
休
業
給
付

　

の
給
付
率
が
、
休

　

業
前
賃
金
の　

パ
４０

　

ー
セ
ン
ト
か
ら　
５０

　

パ
ー
セ
ン
ト
に
上
が
り
ま
す
。

○
教
育
訓
練
給
付
の
要
件
・
内
容

が
変
わ
り
ま
す

　
　

被
保
険
者
期
間
に
よ
っ
て
異

な
っ
て
い
た
教
育
訓
練
給
付
率

が　

パ
ー
セ
ン
ト
に
一
本
化
さ

２０
れ
ま
す
。

○
季
節
労
働
者
向
け
の
特
例
一
時

金
の
支
給
額
が
変
わ
り
ま
す

　
　

基
本
手
当
日
額
の　

日
分
が

５０

　

日
分
の
給
付
日
数
に
変
わ
り

４０ま
す
。

▽
問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡

　

�　

－

３
１
０
１
ま
た
は
兵
庫

２３
労
働
局
職
業
安
定
課

　

�
０
７
８－

３
６
７－

０
８
０
３

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
や
健
康
づ

く
り
の
た
め
の
運
動
習
慣
を
身
に

付
け
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
、
日

高
東
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
利

用
し
ま
せ
ん
か
。
マ
シ
ー
ン
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
、
プ
ー
ル
の
利
用
料
金

を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
の
要
件
に

該
当
す
る
方

・　

歳
以
上
の
市
民

４０
・
か
か
り
つ
け
医
の

　

指
導
や
基
本
健
康

　

診
査
等
の
結
果
に

　

よ
り
、
運
動
を
始
め
よ
う
と
考

え
て
い
る
方

・
４
カ
月
継
続
し
て
施
設
を
利
用

で
き
る
方

・
自
分
で
体
調
管
理
が
で
き
る
方

・
利
用
期
間
の
前
後
に
行
う
簡
単

な
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
体
力
測
定

に
必
ず
参
加
で
き
る
方

※
コ
ス
パ
豊
岡
で
同
様
の
利
用
を

さ
れ
た
方
お
よ
び
今
ま
で
に
こ

の
助
成
制
度
を
利
用
さ
れ
た
方

は
対
象
外
で
す
。

▽
助
成
期
間　
　

月
〜
平
成　

年

１０

２０

１
月

▽
助
成
内
容　

定
期
券
の
購
入
に

対
し
、１
カ
月
に
つ
き
１
、０
０

０
円
を
助
成

▽
人
員　
　

人
程
度（
先
着
順
）

３０

▽
申
込
期
間　

８
月　

日（
金
）〜

１７

　

日（
金
）

３１
▽
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

日
高
総
合

支
所
健
康
福
祉
課

日
高
東
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

マ
シ
ー
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・

プ
ー
ル
利
用
料
金
の
助
成

　

児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
次
の
手
当
が

あ
り
ま
す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
方
は
相
談
く
だ
さ
い
。

■
児
童
扶
養
手
当

　

父
と
生
計
を
と
も
に
で
き
な
い

児
童
を
養
育
す
る
家
庭
の
安
定
と

自
立
を
助
け
る
た
め
に
、
児
童
の

母
や
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。
な
お
、
父
が
い
て
も
父
に

極
め
て
重
度
の
障
害
が
あ
る
場
合

に
は
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
対
象
児
童　
　

歳
以
下
の
児
童

１８

ま
た
は　

歳
未
満
の
障
害
者

２０

▽
支
給
さ
れ
な
い
場
合　

対
象
と

な
る
児
童
が
、母
の
配
偶
者（
内

縁
関
係
に
あ
る
者
）
に
養
育
さ

れ
て
い
る
場
合
や
、
遺
族
基
礎

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
な
ど

▽
手
当
の
額　

児
童
１
人
に
つ
き

月
額
４
１
、７
２
０
円
、以
後
２

人
目
は
５
、０
０
０
円
が
、３
人

目
以
降
は
１
人
増
え
る
ご
と
に

３
、０
０
０
円
が
加
算
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
受
給
者
本
人
お

よ
び
扶
養
義
務
者
等
の
前
年
分

所
得
が
法
に
よ
る
所
得
制
限
を

超
え
る
場
合
は
、
手
当
て
の
一

部
ま
た
は
全

　

部
が
支
給
さ

　

れ
ま
せ
ん
。

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害
の
あ

る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
も
し

く
は
母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ

て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

▽
対
象
児
童　
　

歳
未
満
で
身
体

２０

ま
た
は
精
神
に
重
度
障
害
ま
た

は
中
度
障
害
の
あ
る
児
童

▽
支
給
さ
れ
な
い
場
合　

対
象
と

な
る
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て

い
る
場
合
や
、
障
害
を
理
由
と

し
て
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
な
ど

▽
手
当
の
額　

児
童
１
人
に
つ
き

重
度
障
害
児
は
月
額
５
０
、７

５
０
円
、
中
度
障
害
児
は
３
３
、

８
０
０
円
で
す
。
た
だ
し
、
受

給
者
本
人
、
そ
の
配
偶
者
お
よ

び
扶
養
義
務
者
の
前
年
分
所
得

が
法
に
よ
る
所
得
制
限
を
超
え

る
場
合
は
、
手
当
て
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
生
活
援

護
係
ま
た
は
各
総
合
支
所
健
康

福
祉
課

児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

市
内
の
図
書
施
設
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
整
備
を
図
り
、図
書
館
城
崎

分
館
と
図
書
館
、
竹
野
・
日
高
・

出
石
・
但
東
の
各
分
館
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
結
ん
だ
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

（
注
）が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

城
崎
分
館
を
休
館
し
ま
す
。

　

な
お
、
図
書
の
貸
出
は
８
月　
２５

日（
土
）ま
で
と
し
ま
す
が
、
館
内

で
の
閲
覧
は
８
月　

日
ま
で
で
き

３１

ま
す
。
ま
た
、
現
在
貸
出
中
の
図

書
は
、
８
月　

日
ま
で
に
返
却
く

３１

だ
さ
い
。

　

休
館
中
は
、
図
書

館
ま
た
は
竹
野
・
日

高
・
出
石
・
但
東
の

各
分
館
を
利
用
く
だ
さ
い
。

（
注
）各
施
設
の
ど
こ
か
ら
で
も
図

書
の
貸
出
や
返
却
が
で
き
る
シ

ス
テ
ム

▽
休
館
期
間　

９
月
１
日（
土
）〜

　

月
上
旬

１１
▽
問
合
せ　

図
書
館

　

�　

－

６
１
５
１

２３ そ
の
他

そ
の
他

図
書
館
施
設

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
に
よ
る

　
　
「
図
書
館
城
崎
分
館
」

休
館
の
お
知
ら
せ
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社
会
保
険
事
務

所
で
は
、
皆
さ
ん

の
年
金
記
録
の
確

認
を
行
っ
て
い
ま

す
。
被
保
険
者
資

格
照
会
依
頼
書
（
市
役
所
市
民
課

市
民
係
お
よ
び
各
総
合
支
所
市
民

生
活
課
に
も
あ
り
ま
す
）
を
提
出

い
た
だ
く
と
、
後
日
、
社
会
保
険

事
務
所
か
ら
記
録
照
会
回
答
書
が

届
き
ま
す
。
こ
の
回
答
書
に
よ
り

内
容
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
役
所
市
民
課
市
民
係

お
よ
び
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

で
も
社
会
保
険
事
務
所
へ
の
年
金

記
録
照
会
の
取
次
ぎ
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
社
会
保
険
事
務

所（
豊
岡
市
泉
町
４
‐　

）
２０

　

�　

－

３
１
９
６

２２

※
午
前　

時　

分
〜
午
後
２
時　

１０

３０

３０

分
は
混
雑
し
ま
す
の
で
、
時
間

を
ず
ら
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、「
ね
ん
き
ん
あ
ん
し
ん

ダ
イ
ヤ
ル
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
詳
細
を
確
認
で
き
ま
す
。

　

�
０
１
２
０－

６
５
７
８
３
０

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.sia.go.jp/

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

人
権
擁
護
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た　
　

　

７
月
１
日
付
で
、
吉
岡
敏
幸
さ

ん（
出
石
町
）が
、
法
務
大
臣
か
ら

引
き
続
き
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
３
年
で
、

他
の　

人
の
委
員
と
と
も
に
、
皆

１８

さ
ん
の
人
権
問
題
（
差
別
、
嫌
が

ら
せ
、
い
じ
め
、
体
罰
な
ど
）
に

つ
い
て
相
談
に
当
た
ら
れ
ま
す
。

▽
問
合
せ　

総
務
課
行
政
係

新
潟
県
中
越
沖
地
震
の

　

被
災
者
へ
の
義
援
金
に

　
　
　
　
　
　

協
力
く
だ
さ
い

　

市
と
市
区
長
連
合
会
は
、
新
潟

県
中
越
沖
地
震
義
援
金
募
集
に
取

り
組
み
ま
す
。
区
長
を
通
し
募
金

袋
を
回
覧
す
る
な
ど
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
協
力
を
呼
び
か
け
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

▽
問
合
せ　

総
務
課
行
政
係

　

８
月　

日（
水
）は
「
戦
没
者
を

１５

追
悼
し
平
和
を
記
念
す
る
日
」
で

す
。
全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
あ
わ

せ
、
正
午
の
時
報
を
合
図
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
も
１
分
間
の
黙
祷
を

さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
地
域
福

祉
係

　豊岡市、香美町、新温泉町の北但１市２町は、共同してごみ・汚泥処理施設を建設することとし、１市
２町で構成する北但行政事務組合を事業主体として、作業を進めてきました。
　建設予定地としては、平成１６年に日高町上郷を適地と定め、施設の受け入れについて地区のご理解をい
ただくよう全力を挙げてきました。
　しかし、７月２４日夜、上郷区の総会が開催され、「生活環境影響調査の実施に同意しない」との決定が
なされました。地区の同意は法律で求められているものではありませんが、行政側の姿勢として、「地元
の同意がない限り実施しない」旨、表明してきました。そして、生活環境影響調査は、施設を建設する場
合にその実施が法的に義務付けられた調査ですので、今回の実施不同意によって、上郷での建設は事実上
不可能となりました。
　この３年間、私も北但行政事務組合管理者および豊岡市長の立場から、たびたび地元の方々と直接話し
合い、関係職員と一丸となって、施設の安全性と受入れについてご理解を得られるよう精一杯の努力をし
てまいりました。このような結果となり、残念でなりません。私自身の力不足を、市民の皆様に対しお詫
び申しあげます。また、行政側の問いかけに対し、真摯にご議論いただいた地元の方々に心から敬意を表
します。
　今回の事態を受けて、北但行政事務組合は、上郷での建設を断念し、改めて一から候補地を選定するこ
とになります。もちろん、ごみ問題への対処は、何よりもごみを減らすことが第一です。しかし、この６
年間で豊岡市のごみは約１５％減少したものの、直ちにゼロにできる状況にはありません。今後とも徹底し
て減量化の努力を行うと同時に、しかしそれでもなお現実に発生してくる自分たちのごみを、私たちは安
全、確実かつ衛生的に処理する責任を負っています。
　また、現在、北但の１市２町はそれぞれの施設でごみを処理していますが、いずれも平成２５年ごろには
耐用年数がやってきます。もし新しい施設の建設ができなければ、私たちのごみは路頭に迷ってしまいま
す。私たちはごみ問題から逃げるわけにはいきません。ごみ処理施設は必ずどこかに建設しなければなり
ません。
　今後、北但行政事務組合と１市２町が協力して、早急に新たな候補地の選定を行い、目標である平成２４
年度の完成に向けて全力を挙げることになります。もちろん、新しい施設は法の定め以上に厳しい排ガス
基準を自ら設けて、安全・安心を第一に建設いたします。
　市民の皆様のご理解とご協力を心からお願い申しあげます。

豊岡市長　中　貝　宗　治　

北但広域ごみ・汚泥処理施設建設は新たな候補地選定へ


